
 

C が最も大きくなる数なので 

C の値で場合分けして考えよう。 

①C＝１  該当数字なし 

②C＝２  A＝１、B＝１、D＝１、E＝１  １通り 

③C＝３  A は１か２の２通りで、A が決まると B も決まる 

      C と D も同じ       ２×２＝４通り 

④C＝４  A は１～３の３通りで、A が決まると B も決まる 

      C と D も同じ       ３×３＝９通り 

⑤C＝５  A は１～４の４通りで、A が決まると B も決まる 

      C と D も同じ       ４×４＝１６通り 

⑥C＝６  A は１～５の５通りで、A が決まると B も決まる 

      C と D も同じ       ５×５＝２５通り 

⑦C＝７  A は１～６の⑥通りで、A が決まると B も決まる 

      C と D も同じ       ６×６＝３６通り 

したがって 

  １＋４＋９＋１６＋２５＋３６＝９１ 

                   答え ９１通り  

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

１ ２ ３ ２ １ 

２ ３ ５ １ ４ 

◆問題    

Ａ～Ｅまでの５つの枠に、１～７の数字を入れ、 

Ａ＋Ｂ＝Ｃ＝Ｄ＋Ｅ     

にしたい。 

同じ数字を使ってもかまわないとしたとき、全部で何通りできますか。  

         


